
科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 120 時間 必須・選択

第１週 第１７週

第２週 第１８週

第３週 第１９週

第４週 第２０週

第５週 第２１週

第６週 第２２週

第７週 第２３週

第８週 第２４週

第９週 第２５週

第１０週 第２６週

第１１週 第２７週

第１２週 第２８週

第１３週 第２９週

第１４週 第３０週

第１５週 第３１週

第１６週 第３２週

実務経験

期末テスト

テキスト６課 日留試過去問題練習１４ テキスト総復習

テキスト７課

テキスト７課

テキスト８課

テキスト８課

テキスト９課

テキスト９課

日能試直前対策３

日能試直前対策４

テキスト１０課

テキスト１０課

テキスト１１課

テキスト１１課

テキスト１２課

テキスト１２課

テキスト５課

テキスト６課

期末テスト

日留試過去問題練習１５

日留試過去問題練習１６

日留試過去問題練習１７

日留試過去問題練習１８

日留試過去問題練習１９

日留試過去問題練習２０

日留試過去問題練習２１

日留試過去問題練習２２

日留試過去問題練習１１

日留試過去問題練習１２

日留試過去問題練習１３

テキスト１課

テキスト１課

テキスト２課

テキスト２課

テキスト３課

テキスト３課

日能試直前対策１

日能試直前対策２

テキスト４課

テキスト４課

テキスト５課

日留試過去問題練習６

日留試過去問題練習９

日留試過去問題練習１０

日留試過去問題練習１

日留試過去問題練習２

日留試過去問題練習３

日留試過去問題練習４

日留試過去問題練習５

実務経験のある教員による
授業科目

必須

評価方法

教科書
教材など

定期テスト、授業毎の課題、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

『考える漢字・語彙　超級編』他、オリジナル教材

道上 知弘 ・ 弘田 紀子 ・
和田 方子 ・ 宮氏 五朗

授業概要
・

授業内容

到達目標

日本留学試験対策、日本語能力試験対策を中心に、超N1レベルの漢字・語彙の導入と運用練習。
アカデミックアカデミックジャパニーズの習得と運用力の向上をはかる。
直接法による能力別クラス授業。

日本留学試験300点以上、日本語能力試験N１高得点合格を目指す。

プレースメントテストとFB


日留試過去問題練習７

日留試過去問題練習８

日本語ⅡＡ（文字・語彙） 講義

2021年度 授業計画（シラバス）

授業計画・内容

国際文化



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 120 時間 必須・選択

第１週 第１７週

第２週 第１８週

第３週 第１９週

第４週 第２０週

第５週 第２１週

第６週 第２２週

第７週 第２３週

第８週 第２４週

第９週 第２５週

第１０週 第２６週

第１１週 第２７週

第１２週 第２８週

第１３週 第２９週

第１４週 第３０週

第１５週 第３１週

第１６週 第３２週

実務経験

日留試過去問題練習１８

日留試過去問題練習１９

日留試過去問題練習２０

日留試過去問題練習２１

聴解・聴読解総合練習１

2021年度 授業計画（シラバス）
日本語ⅡＢ（聴解） 国際文化 講義

井上 幸路 ・ 道上 知弘 ・
和田 方子 ・ 宮氏 五朗

必須

プレースメントテスト
日能試対策　１５
課題理解３

日留試過去問題練習１５

授業概要
・

授業内容

日本留学試験・日本語能力試験対策を中心に、音声から学習した日本語を的確にキャッチし、情報を得
たり適切な反応ができるように「聞く」行為を円滑に進める力を養うとともにアカデミックジャパニーズの習
得と運用力の向上をはかる。
直接法による能力別クラス授業。

到達目標 日本留学試験300点以上、日本語能力試験N１高得点合格を目指す。

授業計画・内容

日留試過去問題練習４

日留試過去問題練習５

日留試過去問題練習６

日能試対策　１６
ポイント理解３

日能試対策　１７
概要理解３

日能試対策　１８
即時応答３

日留試過去問題練習１６

日能試対策　４
課題理解１

日能試対策　１９
即時応答４

日能試対策　１
音声の特徴に慣れる

日能試対策　２
即時応答１

日能試対策　３
即時応答２

日留試過去問題練習１

日留試過去問題練習２

日留試過去問題練習３

日留試過去問題練習１７

日能試対策　２０
統合理解３

日能試対策　２１
統合理解４

日能試対策　７
ポイント理解２

日能試対策　８
確認問題１

日能試対策　９
概要理解１

日能試対策　５
課題理解２

日能試対策　６
ポイント理解１

聴解・聴読解総合練習２

日留試過去問題練習７

日留試過去問題練習８

日留試過去問題練習９

日能試直前対策

教科書
教材など

『速攻トレーニング（聴解・聴読解）』、『EJU模擬試験日本語聴読解・聴解』、『完全マスターN１聴解』他
オリジナル教材

日能試対策　１０
概要理解２

日能試対策　１１
統合理解１

日能試対策　１２
統合理解２

日留試過去問題練習１０

日留試過去問題練習１１

日留試過去問題練習１２

聴解・聴読解総合練習３

聴解・聴読解総合練習４

聴解・聴読解総合練習５

聴解・聴読解総合練習６

実務経験のある教員による
授業科目

評価方法 定期テスト、授業毎の課題、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

日能試対策　１３
確認問題２

日留試過去問題練習１３

期末テスト 期末テスト

日留試過去問題練習１４
日能試対策　１４
確認問題３

聴解・聴読解総合練習７



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 120 時間 必須・選択

第１週 第１７週

第２週 第１８週

第３週 第１９週

第４週 第２０週

第５週 第２１週

第６週 第２２週

第７週 第２３週

第８週 第２４週

第９週 第２５週

第１０週 第２６週

第１１週 第２７週

第１２週 第２８週

第１３週 第２９週

第１４週 第３０週

第１５週 第３１週

第１６週 第３２週

実務経験

知的探検の新書19

知的探検の新書20

知的探検の新書21

知的探検の新書22

知的探検の新書24

2021年度 授業計画（シラバス）
日本語ⅡＣ（読解・文法） 国際文化 講義

道上 知弘 ・ 弘田 紀子 ・
和田 方子 ・ 宮氏 五朗

必須

知的探検の新書1 7～9課復習と確認テスト知的探検の新書16

授業概要
・

授業内容

日本留学試験対策、日本語能力試験対策を中心に、文章の仕組みを理解し、文章全体の意味をとらえ
る練習、文章の細かい部分を正確に読み取る練習を積み重ね、問いを解く技術を身に付け、アカデミッ
クジャパニーズの習得と運用力の向上をはかる。

到達目標
日本留学試験300点以上、日本語能力試験N１高得点合格を目指す。
大学で必要な論文読解やレポート作成のための日本語力を構築する。

授業計画・内容

知的探検の新書5

知的探検の新書6

知的探検の新書7

完全マスターN1　第3部10課

完全マスターN1　第3部11課

完全マスターN1　第3部12課

知的探検の新書17

文法形式の整理１ 10～12課復習と確認テスト

完全マスターN1　第２部１課

完全マスターN1　第２部２課

完全マスターN1　第２部３課

知的探検の新書2

知的探検の新書3

知的探検の新書4

知的探検の新書18

文法総合練習1

文法総合練習2

完全マスターN1　第３部３課

１～３課復習と確認テスト

完全マスターN1　第３部４課

完全マスターN1　第３部１課

完全マスターN1　第３部２課

知的探検の新書25

知的探検の新書8

知的探検の新書9

知的探検の新書10

文法総合練習3

文法総合練習4

文法総合練習5

知的探検の新書23

文法総合練習6

文法総合練習7

文法総合練習8

教科書
教材など

『日本語力をつける文章読本（知的探検の新書３０冊）』、『完全マスターN1文法』他、オリジナル教材

完全マスターN1　第３部５課

完全マスターN1　第３部６課

４～６課復習と確認テスト

知的探検の新書11

知的探検の新書12

知的探検の新書13

知的探検の新書26

知的探検の新書27

知的探検の新書28

文法総合練習10

知的探検の新書29

実務経験のある教員による
授業科目

評価方法 定期テスト、授業毎の課題、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

完全マスターN1　第３部７課

完全マスターN1　第３部９課

知的探検の新書14

期末テスト

文法総合練習9

期末テスト

知的探検の新書15 完全マスターN1　第３部８課 知的探検の新書30



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 60 時間 必須・選択

第１週 第１７週

第２週 第１８週

第３週 第１９週

第４週 第２０週

第５週 第２１週

第６週 第２２週

第７週 第２３週

第８週 第２４週

第９週 第２５週

第１０週 第２６週

第１１週 第２７週

第１２週 第２８週

第１３週 第２９週

第１４週 第３０週

第１５週 第３１週

第１６週 第３２週

実務経験

テキスト第7課２

テキスト第8課１

テキスト第8課２

テキスト第9課１

テキスト第10課１

2021年度 授業計画（シラバス）
日本語ⅡＤ（口語表現） 国際文化 講義

和田 方子 ・ 宮氏 五朗 必須

前期授業の説明 後期授業の説明

授業概要
・

授業内容

正しい発音を意識しながら、場面や相手にふさわしい話し方の練習を行う。
後期では大学入試２次試験の口頭試問対策も行う。

到達目標
正しい発音で、相手や場面に応じた適切な話し方ができる。
まとまった内容の抽象的な談話、専門的な談話ができる。

授業計画・内容

テキスト第2課１

テキスト第2課２

テキスト第3課１

課題Ⅱウォーミングアップ

テキスト第１課１

テキスト第１課２

テキスト第7課１

テキスト第10課２

テキスト第3課２

テキスト第4課１

テキスト第4課２

テキスト第9課２

教科書
教材など

『聴解・発表ワークブック』他、オリジナル教材

テキスト第5課１

テキスト第5課２

テキスト第6課１

テキスト第11課１

テキスト第11課２

課題Ⅲ

口頭試問対策1

実務経験のある教員による
授業科目

評価方法 定期テスト、授業毎の課題、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

テキスト第6課２

期末テスト 期末テスト

課題１　 口頭試問対策2



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 60 時間 必須・選択

第１週 第１７週

第２週 第１８週

第３週 第１９週

第４週 第２０週

第５週 第２１週

第６週 第２２週

第７週 第２３週

第８週 第２４週

第９週 第２５週

第１０週 第２６週

第１１週 第２７週

第１２週 第２８週

第１３週 第２９週

第１４週 第３０週

第１５週 第３１週

第１６週 第３２週

実務経験

プレースメントテストとFB

2021年度 授業計画（シラバス）
小論文Ⅱ 国際文化 講義

和田 方子 ・ 宮氏 五朗 必須

授業概要
・

授業内容

日本留学試験日本語記述試験対策を中心に、決められたテーマに即した文章を書く練習をする。
志望理由書、２次試験対策も合わせて行う。

到達目標 あたえられた課題の指示に従い、自分自身の考えを、根拠を挙げて筋道立てて書くことができる。

授業計画・内容

日本留学試験対策１ テキスト第Ⅰ部第１課

日本留学試験対策２ テキスト第Ⅰ部第２課

日本留学試験対策３ テキスト第Ⅰ部第３課

志望理由書・２次試験対策５ テキスト第Ⅱ部第10課２

日本留学試験対策４ テキスト第Ⅰ部第４課

日本留学試験対策５ テキスト第Ⅰ部第５課

日本留学試験対策６ テキスト第Ⅱ部第１課１

志望理由書・２次試験対策２ テキスト第Ⅱ部第9課１

志望理由書・２次試験対策３ テキスト第Ⅱ部第9課２

志望理由書・２次試験対策４ テキスト第Ⅱ部第10課１

日本留学試験対策７ テキスト第Ⅱ部第１課２

日本留学試験対策８ テキスト第Ⅱ部第2課１

日本留学試験対策９ テキスト第Ⅱ部第2課２

日本留学試験対策１３ テキスト第Ⅱ部第4課２

日本留学試験対策１４ テキスト第Ⅱ部第5課１

日本留学試験対策１０ テキスト第Ⅱ部第3課１

日本留学試験対策１１ テキスト第Ⅱ部第3課２

日本留学試験対策１２ テキスト第Ⅱ部第4課１

教科書
教材など

『留学生のための理論的な文章の書き方』他、オリジナル教材

実務経験のある教員による
授業科目

評価方法 定期テスト、授業毎の課題、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

期末テスト

日本留学試験対策１４ テキスト第Ⅱ部第5課２

日本留学試験対策１５ テキスト第Ⅱ部第6課１

日本留学試験対策１６ テキスト第Ⅱ部第6課２

日本留学試験対策１７ テキスト第Ⅱ部第7課１

日本留学試験対策１８ テキスト第Ⅱ部第7課２

日本留学試験対策１９ テキスト第Ⅱ部第8課１

志望理由書・２次試験対策１ テキスト第Ⅱ部第8課２

期末テスト

志望理由書・２次試験対策６ テキスト第Ⅱ部第11課１

志望理由書・２次試験対策８

志望理由書・２次試験対策９

志望理由書・２次試験対策７ テキスト第Ⅱ部第11課２



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 60 時間 必須・選択

第１週 第１７週

第２週 第１８週

第３週 第１９週

第４週 第２０週

第５週 第２１週

第６週 第２２週

第７週 第２３週

第８週 第２４週

第９週 第２５週

第１０週 第２６週

第１１週 第２７週

第１２週 第２８週

第１３週 第２９週

第１４週 第３０週

第１５週 第３１週

第１６週 第３２週

実務経験

プレースメントテスト、1分間スピーチ テスト見直し、解説（追試）

2021年度 授業計画（シラバス）
英語Ⅱ 国際文化 講義

平井　真理子 必須

授業概要
・

授業内容

主に基礎の習得と定着に重点を置く。ＴＯＥＦＬのスコアを上げるために、必要な知識と対策を学ぶ。単
語、熟語、重要表現の定着を図る。文法の習熟度を上げる演習を繰り返す。授業の前半はリスニングの
演習及び、スクリプトと質問文の解説を行い、対策を確認しながら進める。リーディングでは、読み方と質
問文の種類に対処していくスキルを養う。ライティング、スピーキングでは、質問の特徴に従い、解答例を
もとに学習を進める。小テストを繰り返し、定着を図る。

到達目標
基礎固めをして、スキルのバランスが取れた力をつける。大学でも英語力を伸ばしていけるような学習の
姿勢と習慣をつける。志望校合格に必要なスコアを目指す。

授業計画・内容

TOEFLについて　文章:エッセイ リスニング：天文学、文章：火山活動

リスニング：会話文、文章：新聞記事 リスニング：文学、文章：歴史

スピーチ：買い物、文章：広告 リスニング：社会学、スピーチ：共生について

リスニング：インタビュー、ライティング：感想 リスニング：環境、文章：マーケティング

リスニング:芸術、リーディング：文学作品から 復習テスト

ライティング：要旨、リスニング：：動物学 テスト解説、見直し、リスニング：テクノロジー

リスニング：物理、文章：言語 統合型リスニング：経済学

リスニング：会話、文章：観光 統合型ライティング：生物学における共生

復習問題 統合型スピーキング：心理学

復習テスト リスニング：会話、文章：自然科学

リスニング：ビジネス、文章：ユーモア 復習テスト

スピーチ：テレビ番組、文章：ファッション 復習テスト

教科書
教材など

『Northstar Building Skills for the TOEFL Test iBT Intermediate Student Book』

実務経験のある教員による
授業科目

前期テスト対策 後期テスト対策

期末テスト 期末テスト

評価方法 テストを行う。出席、態度、提出物を参考にする。

前期テスト対策 後期テスト対策



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 60 時間 必須・選択

第１週 第１７週

第２週 第１８週

第３週 第１９週

第４週 第２０週

第５週 第２１週

第６週 第２２週

第７週 第２３週

第８週 第２４週

第９週 第２５週

第１０週 第２６週

第１１週 第２７週

第１２週 第２８週

第１３週 第２９週

第１４週 第３０週

第１５週 第３１週

第１６週 第３２週

実務経験

ガイダンス、授業の説明 日本の労働１

2021年度 授業計画（シラバス）
日本文化Ⅱ 国際文化 講義

道上　知弘 必須

授業概要
・

授業内容

日本語の語彙や表記、慣用表現などについて、その背景にある文化的・歴史的な事柄に触れながら学
んでいく。

到達目標
日本語という言語に関連する文化的・歴史的背景や事例を日本語の言葉や表現とともに学び、日本語
及び日本文化への理解を深める。

授業計画・内容

日本の地理と観光１ 日本の労働２

日本の地理と観光２ 日本の労働３

日本の地理と観光３ 日本の冠婚葬祭１

日本のアニメ１ 日本の冠婚葬祭２

日本のアニメ２ 日本のお正月

日本のアニメ３ 日本の遊び

日本の生活習慣１ 日本のスポーツ１

日本の生活習慣２ 日本のスポーツ２

日本の生活習慣３ 日本のスポーツ３

茶道１ 日本の音楽１

茶道２ 日本の音楽２

手紙 日本のジェンダー問題１

教科書
教材など

『クローズアップ日本事情15：日本語で学ぶ社会と文化』他、オリジナル教材

実務経験のある教員による
授業科目

日本の祭り１ 日本のジェンダー問題２

期末テスト（課題提出） 期末テスト（課題提出）

評価方法 定期テストは行わず、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

日本の祭り２ 華道



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 60 時間 必須・選択

第１週 第１７週

第２週 第１８週

第３週 第１９週

第４週 第２０週

第５週 第２１週

第６週 第２２週

第７週 第２３週

第８週 第２４週

第９週 第２５週

第１０週 第２６週

第１１週 第２７週

第１２週 第２８週

第１３週 第２９週

第１４週 第３０週

第１５週 第３１週

第１６週 第３２週

実務経験

ガイダンス、授業の説明 グローバリゼーションと文化１

2021年度 授業計画（シラバス）
国際文化Ⅱ 国際文化 講義

道上　知弘 必須

授業概要
・

授業内容

グローバル社会への理解を深めるという目標をもとに、異文化理解や異文化コミュニケーションの諸相に
関連する文献を読み、それぞれの諸相における問題点を文化、言語の枠組みから考察する。

到達目標
国際社会の中で、実際に異文化と接触した際に、学んだ知識をもとに適切に行動する力を身につける。
また、異なる文化背景の人々を受け入れることができる素地を養う。

授業計画・内容

地域経済とグローバリゼーション１ グローバリゼーションと文化２

地域経済とグローバリゼーション２ グローバリゼーションと文化３

地域経済とグローバリゼーション３ グローバリゼーションと文化４

多様な政治構造１ 地球市民社会の発展と役割１

多様な政治構造２ 地球市民社会の発展と役割２

多様な政治構造３ 地球市民社会の発展と役割３

国際関係を考える１ 地球市民社会の発展と役割４

国際関係を考える２ 移民問題と多文化共生社会の実現１

国際関係を考える３ 移民問題と多文化共生社会の実現２

都市と農村　途上国の課題１ 移民問題と多文化共生社会の実現３

都市と農村　途上国の課題２ Studento Mobilityと多文化共生社会の実現１

都市と農村　途上国の課題３ Studento Mobilityと多文化共生社会の実現２

教科書
教材など

オリジナル教材

実務経験のある教員による
授業科目

少子高齢化と国際社会１ Studento Mobilityと多文化共生社会の実現３

期末テスト（課題提出） 期末テスト（課題提出）

評価方法 定期テストは行わず、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

少子高齢化と国際社会２ まとめと振り返り



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 30 時間 必須・選択

第１週 第１７週

第２週 第１８週

第３週 第１９週

第４週 第２０週

第５週 第２１週

第６週 第２２週

第７週 第２３週

第８週 第２４週

第９週 第２５週

第１０週 第２６週

第１１週 第２７週

第１２週 第２８週

第１３週 第２９週

第１４週 第３０週

第１５週 第３１週

第１６週 第３２週

実務経験

新聞記事の読み方５

新聞記事の読み方６

新聞記事の読み方７

グループディスカッション

社説・論説の分析１

ガイダンス、授業の説明

新聞記事の読み方１

新聞記事の読み方２

新聞記事の読み方３

新聞記事の読み方４

情報の選定と読解１

情報の選定と読解２

社説・論説の分析６

期末テスト（課題提出）

発表

社説・論説の分析２

社説・論説の分析３

サンプル記事の音読と読解２

サンプル記事の要約

サンプル記事についての考察

文章構成と批評の仕方

ボトムアップとトップダウン

スキミングとスキャニング

分野別語彙表現

サンプル記事の音読と読解

研究発表１

研究発表２

研究発表３

研究発表４

研究発表５

2021年度 授業計画（シラバス）
時事研究Ⅱ 国際文化 講義

宮氏　五朗 必須

授業概要
・

授業内容

現代社会の様々な問題に興味を持ち、知的好奇心を追及する。新聞記事、インターネットニュースなどか
ら情報を収集し、それについての意見をまとめ発表する。

到達目標
自分でテーマを探して、調査、考察、発表する。
大学受験で必要な志望理由書、小論文に対応する知識技能を身につける。

授業計画・内容

記事の選択１

発表原稿作成１

発表１

記事の選択２

発表原稿作成２

発表２

記事の選択３

発表原稿作成３

発表３

研究発表６

研究発表７

大学２次試験対策２

大学２次試験対策３

大学２次試験対策４

研究発表８

研究発表９

大学２次試験対策１

実務経験のある教員による
授業科目

評価方法 授業毎の課題や確認テスト、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

要約文

意見文

社説・論説の分析４

社説・論説の分析５

大学２次試験対策６

期末テスト（課題提出）

大学２次試験対策５

教科書
教材など

オリジナル教材



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 30 時間 必須・選択

第１週 第１７週

第２週 第１８週

第３週 第１９週

第４週 第２０週

第５週 第２１週

第６週 第２２週

第７週 第２３週

第８週 第２４週

第９週 第２５週

第１０週 第２６週

第１１週 第２７週

第１２週 第２８週

第１３週 第２９週

第１４週 第３０週

第１５週 第３１週

第１６週 第３２週

実務経験

出願サポート

出願サポート

志望学部の情報収集２

志望大学の情報収集１

年間日程設定３

自己分析２

日本へ留学しようと思った理由

この大学を志望した理由

どんな学校生活を送りたいか

卒業後の希望や予定

経費支弁について

他大学の受験について

出願サポート

出願サポート

出願サポート

出願サポート

オリエンテーション、授業の説明

2021年度 授業計画（シラバス）
進路研究Ⅱ 国際文化 講義

道上　知弘 必須

授業概要
・

授業内容

日本留学試験対策・日本語能力試験対策を中心に、日本語上級者に対するN１・N2レベルの漢字・語彙
の導入と運用練習。

到達目標 日本留学試験

授業計画・内容

面接試験対策１

面接試験対策４

進学のための基礎知識１　

進学のための基礎知識２　

進学のための基礎知識３　

面接試験対策５

面接試験対策２

面接試験対策３

年間日程設定１

日本の大学、大学院について

日本の大学、大学院１

日本の大学、大学院２

面接試験対策６

面接試験対策７

進学のための基礎知識４　

進学のための基礎知識５　

進学のための基礎知識６　

受験準備の手順

自己分析１

面接試験対策８

面接試験実践練習１

面接試験実践練習２

進学のための基礎知識７　

進学のための基礎知識８　

進学のための基礎知識９　

志望校選定について１

年間日程設定２

大学卒業後の計画１

実務経験のある教員による
授業科目

評価方法 定期テストは行わず、授業毎の課題、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

面接試験実践練習３

面接試験実践練習４

面接試験実践練習５

進学のための基礎知識１０　

進学のための基礎知識１１　

進学のための基礎知識１２　

志望大学の情報収集２ 出願サポート進学のための基礎知識１４　

期末テスト（課題提出）

大学卒業後の計画２

志望学部の情報収集１

面接試験実践練習６

面接試験実践練習７

期末テスト（課題提出）

進学のための基礎知識１３　

教科書
教材など

『外国人留学生のための進学の手引き』他、オリジナル教材



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 64 時間 必須・選択

第１週 試験対策1 第１７週 試験対策15

第２週 試験対策2 第１８週 試験対策16

第３週 試験対策3 第１９週

第４週 試験対策4 第２０週 試験対策17

第５週 試験対策5 第２１週 試験対策18

第６週 第２２週 試験対策19

第７週 試験対策6 第２３週 試験対策20

第８週 試験対策7 第２４週 大学入学試験２次対策1

第９週 試験対策8 第２５週 大学入学試験２次対策2

第１０週 試験対策9 第２６週 大学入学試験２次対策3

第１１週 試験対策10 第２７週 大学入学試験２次対策4

第１２週 試験対策11 第２８週 大学入学試験２次対策5

第１３週 試験対策12 第２９週 大学入学試験２次対策6

第１４週 試験対策13 第３０週 大学入学試験２次対策7

第１５週 試験対策14 第３１週 大学入学試験２次対策8

第１６週 第３２週

実務経験

2021年度 授業計画（シラバス）
数学基礎Ⅱ 国際文化 講義

田中　識史 必須選択

授業概要
・

授業内容

日本の高等学校で学習する数学Ⅰ、数学Ａの範囲で、日本留学試験総合科目の試験対策を中心に行
う。後期後半では大学二次試験対策も合わせて行う。

到達目標
日本の大学で学ぶための基礎的な学力をつけ、日本留学試験総合科目150/200点以上得を目標とす
る。

授業計画・内容

数と式①（数と集合） 図形の性質①（平面図形①）

模擬試験、FB

数と式②（式の計算）

２次関数①（２次関数とそのグラフ①）

２次関数②（２次関数とそのグラフ②）

図形の性質②（平面図形②）

図形の性質③（空間図形①）

模擬試験、FB

２次関数③（２次方程式・２次不等式）

図形と計量①（三角比）

図形の性質④（空間図形②）

総復習①

総復習②

図形と計量②（三角比と図形）

場合の数と確率①（場合の数）

場合の数と確率②（確立とその基本的な性質）

場合の数と確率③（独立試行と確率）

場合の数と確率④（条件付き確率）

整数の性質①（約数と倍数）

整数の性質②（ユークリッドの互除法）

整数の性質③（整数の性質の応用）

教科書
教材など

『チャート式 基礎からの数学１＋Ａ』他、オリジナル教材

実務経験のある教員による
授業科目

期末テスト 期末テスト

評価方法 定期テスト、授業毎の課題や確認テスト、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 64 時間 必須・選択

第１週 試験対策1 第１７週 試験対策15

第２週 試験対策2 第１８週 試験対策16

第３週 試験対策3 第１９週

第４週 試験対策4 第２０週 試験対策17

第５週 試験対策5 第２１週 試験対策18

第６週 第２２週 試験対策19

第７週 試験対策6 第２３週 試験対策20

第８週 試験対策7 第２４週 大学入学試験２次対策1

第９週 試験対策8 第２５週 大学入学試験２次対策2

第１０週 試験対策9 第２６週 大学入学試験２次対策3

第１１週 試験対策10 第２７週 大学入学試験２次対策4

第１２週 試験対策11 第２８週 大学入学試験２次対策5

第１３週 試験対策12 第２９週 大学入学試験２次対策6

第１４週 試験対策13 第３０週 大学入学試験２次対策7

第１５週 試験対策14 第３１週 大学入学試験２次対策8

第１６週 期末テスト 第３２週 期末テスト

実務経験

2021年度 授業計画（シラバス）
数学応用Ⅱ 国際文化 講義

高木　康宏 必須選択

授業概要
・

授業内容

日本の高等学校で学習する数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ⅲの範囲で、日本留学試験総合科目の試験対策を中
心に行う。後期後半では大学二次試験対策も合わせて行う。

到達目標
日本の大学で学ぶための基礎的な学力をつけ、日本留学試験総合科目150/200点以上得を目標とす
る。

授業計画・内容

いろいろな式（式の証明と高次方程式） ベクトル②（空間ベクトル）

模擬試験、FB

図形と方程式①（直線と円）

図形と方程式②（軌跡と領域）

指数関数

複素数平面①（図表示と極形式）

複素数平面②（ド・モアブルの定理）

模擬試験、FB

対数関数

三角関数①（三角関数とそのグラフ）

平面上の曲線

極限①（数列とその極限）

極限②（関数とその極限）

三角関数②（加法定理の応用）

微分法①（導関数）

微分法②（導関数の応用）

積分法①（不定積分と定積分）

積分法②（積分の応用）

数列①（数列と和）

数列②（漸化式と数学的帰納法）

ベクトル①（平面ベクトル）

教科書
教材など

『長沼式合格確実シリーズﾞ数学コース２』他、オリジナル教材

実務経験のある教員による
授業科目

評価方法 定期テスト、授業毎の課題や確認テスト、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 32 時間 必須・選択

第１週 試験対策1 第１７週 試験対策15

第２週 試験対策2 第１８週 試験対策16

第３週 試験対策3 第１９週

第４週 試験対策4 第２０週 試験対策17

第５週 試験対策5 第２１週 試験対策18

第６週 第２２週 試験対策19

第７週 試験対策6 第２３週 試験対策20

第８週 試験対策7 第２４週

第９週 試験対策8 第２５週

第１０週 試験対策9 第２６週

第１１週 試験対策10 第２７週

第１２週 試験対策11 第２８週

第１３週 試験対策12 第２９週

第１４週 試験対策13 第３０週

第１５週 試験対策14 第３１週

第１６週 期末テスト 第３２週 期末テスト

実務経験

2021年度 授業計画（シラバス）
物理Ⅱ 国際文化 講義

田中　識史 必須選択

授業概要
・

授業内容
日本留学試験総合科目の試験対策を中心に行う。後期後半では大学二次試験対策も合わせて行う。

到達目標 日本の大学で学ぶための基礎的な学力をつけ、日本留学試験総合科目70/100点以上得を目標とする。

授業計画・内容

力学①（運動と力） 力学総復習

力学②（エネルギーと運動量） 熱総復習

力学③（さまざまな力と運動） 模擬試験、FB

熱①（熱と温度） 波総復習

熱②（気体の性質） 電気と磁気総復習

模擬試験、FB 原子総復習

波①（波） 直前対策演習

波②（音） 大学入学試験２次対策1

波③（光） 大学入学試験２次対策2

電気と磁気①（電場） 大学入学試験２次対策3

電気と磁気②（電流） 大学入学試験２次対策4

電気と磁気③（電流と磁場） 大学入学試験２次対策5

電気と磁気④（電磁誘導と電磁波） 大学入学試験２次対策6

教科書
教材など

『セミナー物理基礎＋物理』他　オリジナル教材

実務経験のある教員による
授業科目

評価方法 定期テスト、授業毎の課題や確認テスト、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

原子①（電子と光） 大学入学試験２次対策7

原子②（原子と原子核） 大学入学試験２次対策8



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 32 時間 必須・選択

第１週 試験対策1 第１７週 試験対策15

第２週 試験対策2 第１８週 試験対策16

第３週 試験対策3 第１９週

第４週 試験対策4 第２０週 試験対策17

第５週 試験対策5 第２１週 試験対策18

第６週 第２２週 試験対策19

第７週 試験対策6 第２３週 試験対策20

第８週 試験対策7 第２４週

第９週 試験対策8 第２５週

第１０週 試験対策9 第２６週

第１１週 試験対策10 第２７週

第１２週 試験対策11 第２８週

第１３週 試験対策12 第２９週

第１４週 試験対策13 第３０週

第１５週 試験対策14 第３１週

第１６週 期末テスト 第３２週 期末テスト

実務経験

2021年度 授業計画（シラバス）
化学Ⅱ 国際文化 講義

大賀　洋一 必須選択

授業概要
・

授業内容
日本留学試験総合科目の試験対策を中心に行う。後期後半では大学二次試験対策も合わせて行う。

到達目標 日本の大学で学ぶための基礎的な学力をつけ、日本留学試験総合科目70/100点以上得を目標とする。

授業計画・内容

物質の構成①（物質の探求） 有機化学④（有機化合物と人間生活①）

物質の構成②（物質の構成留試）

物質の構成③（物質と化学結合）

物質の構成④部室の量的取り扱いと化学式）

有機化学⑤（有機化合物と人間生活②）

模擬試験、FB

総復習①（物質の構成）

物質の状態と変化①（物質の変化）

模擬試験、FB

物質の状態と変化②（物質の状態と平衡①）

総復習②（物質の状態と変化）

総復習③（無機化学）

総復習④（有機化学）

物質の状態と変化③（物質の状態と平衡②）

物質の状態と変化④（物質の変化と平衡①）

物質の状態と変化⑤（物質の変化と平衡②）

大学入学試験２次対策1

大学入学試験２次対策2

大学入学試験２次対策3

実務経験のある教員による
授業科目

評価方法 定期テスト、授業毎の課題や確認テスト、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

無機化学①（無機物質）

無機化学②（無機物質と人間生活①）

無機化学③（無機物質と人間生活②）

大学入学試験２次対策4

大学入学試験２次対策5

大学入学試験２次対策6

有機化学①（有機化学の性質と反応①）

有機化学②（有機化学の性質と反応②）

大学入学試験２次対策7

大学入学試験２次対策8

教科書
教材など

『セミナー化学基礎＋化学』他、オリジナル教材



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 64 時間 必須・選択

第１週 試験対策応用1 第１７週 試験対策応用15

第２週 試験対策応用2 第１８週 試験対策応用16

第３週 試験対策応用3 第１９週

第４週 試験対策応用4 第２０週 試験対策応用17

第５週 試験対策応用5 第２１週 試験対策応用18

第６週 第２２週 試験対策応用19

第７週 試験対策応用6 第２３週 試験対策応用20

第８週 試験対策応用7 第２４週 時事研究1

第９週 試験対策応用8 第２５週 時事研究2

第１０週 試験対策応用9 第２６週 時事研究3

第１１週 試験対策応用10 第２７週 時事研究4

第１２週 試験対策応用11 第２８週 時事研究5

第１３週 試験対策応用12 第２９週 時事研究6

第１４週 試験対策応用13 第３０週 時事研究7

第１５週 試験対策応用14 第３１週 時事研究8

第１６週 期末テスト 第３２週 期末テスト

実務経験

2021年度 授業計画（シラバス）
総合科目Ⅱ 国際文化 講義

宮氏　五朗 必須選択

授業概要
・

授業内容

日本留学試験総合科目の試験対策を中心に行う。多文化理解の視点から見た現代の日本と社会につ
いてのテーマを中心に日本語による講義形式で行う。確認テストと日留試過去問題で実践力を高める。
後期後半では大学二次試験対策として時事研究も合わせて行う。

到達目標
日本の大学で学ぶための基本的な知識や、世界と日本との様々な問題について考える力を身につけ
る。
日本留学試験総合科目150/200点以上得を目標とする。

授業計画・内容

地理Ⅰ①（世界の地理的環境と産業、資源） 地理③（総まとめ）

地理1②（日本の国土と産業、貿易）

歴史Ⅰ①（近代の成立と世界の一体化）

歴史Ⅰ②（第一次、第2次世界大戦と戦後の国際関係）

歴史④（総まとめ）

模擬試験、FB

経済④（総まとめ）

歴史Ⅰ③（現代の社会）

模擬試験、FB

経済Ⅰ①（経済体制、市場と価格、経済政策）

政治④（総まとめ）

社会④（総まとめ）

経済Ⅰ②（日本経済の歩みと諸問題）

経済Ⅰ③（国際経済）

政治Ⅰ①（民主主義の原理、世界の政治制度）

（情報収集の手段）

（情報の収集と分析）

（トピックの発表と評価）

実務経験のある教員による
授業科目

評価方法 定期テスト、授業毎の課題や確認テスト、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

政治Ⅰ②（日本国憲法、日本の統治機構）

政治Ⅰ③（政党政治、前代政治の諸問題）

社会Ⅰ①（国連、国際機構と国際協力）

（情報の収集と分析）

（トピックの発表と評価）

（情報の収集と分析）

社会Ⅰ②（南北問題、民族問題、地球環境問題）

社会Ⅰ③（現代社会の特質、社会保障制度、多文化理解）

（トピックの発表と評価）

教科書
教材など

『ハイレベル総合科目』他、オリジナル教材



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 ２年・通年 時間数 64 時間 必須・選択

第１週 第１７週

第２週 第１８週

第３週 第１９週

第４週 第２０週

第５週 第２１週

第６週 第２２週

第７週 第２３週

第８週 第２４週

第９週 第２５週

第１０週 第２６週

第１１週 第２７週

第１２週 第２８週

第１３週 第２９週

第１４週 第３０週

第１５週 第３１週

第１６週 第３２週

実務経験

プレースメントテストとFB 週間課題15

2021年度 授業計画（シラバス）
総合演習Ⅱ 国際文化 演習

道上　知弘 ・ 新谷　いずみ 必須

授業概要
・

授業内容

日本語の４技能を総合的に使い、大学で必要なアカデミックジャパニーズの運用力を高める。
予めあたえられた週間課題の解答解説を行う。

到達目標 日本語での情報収集と分析を行い、自分自身の考察や意見を客観的にアウトプットできる。

授業計画・内容

週間課題1 週間課題16

週間課題2 週間課題17

週間課題3 週間課題18

週間課題4 週間課題19

週間課題5 週間課題20

週間課題6 週間課題21

週間課題7 週間課題22

週間課題8 週間課題23

週間課題9 週間課題24

週間課題10 週間課題25

週間課題11 週間課題26

週間課題12 週間課題27

教科書
教材など

週間課題として文法・読解・文字語彙・聴解・記述の分野から、日本留学試験、日本語能力試験等の練
習問題や新聞記事、ネットニュースから問題を作成し、課題とする。

実務経験のある教員による
授業科目

週間課題13 週間課題28

期末テスト 期末テスト

評価方法 定期テスト、授業毎の課題、授業に取り組む姿勢などを総合的に判断し、評価する。

週間課題14 週間課題29


